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1.　はじめに

近年の高等教育では，主体的な学びを促す教育改革

が求められている（1）．教育改革では，主体的な学び

の効果が期待される手法の一つとして，予習を前提と

する反転学習が注目されている．反転学習の実践事

例として，eラーニングなどの ICT システムを活用し

た事例が報告されている（2）～（4）．宗村（3）は予習教材

として講義ビデオと例題を提示し，さらに類似演習問

題による理解の確認までを予習として課している．高

木（4）は予習教材として教科書・演習教材を提示し，

授業時間内に紙ベースの事前テストを実施することで

予習状況を確認している．

数学や情報のような知識の積み上げや活用を段階

的に図る科目群では，1回の授業で一つの単元を修得

するのではなく，単元の内容を基礎と応用のように段

階的な学習目標に分けて複数回の授業で実施すること

が多い．こうした授業構成の反転学習では，当然のこ

とながら段階的な学習目標に沿って毎回の予習を行う

ことが求められる．特に全員が一定以上の理解を目指

す完全習得学習型の反転学習（5）では予習が要
かなめ

となる

が，中野（6）が「宿題にしている予習をしてこない学

生がクラスの 3 分の 1 にも達すると反転授業は成り

立たなくなってしまう」と指摘するように，予習で十

分な理解を培えない学習者が生じる可能性がある．こ

うした学習者には反転学習の効果が発揮されず，単元

の段階に追随し続けられない問題がある．こうした問

題を防ぐには，毎回の学習目標に沿って適切な予習環

境が整えられたうえで，学習者が自らの予習の理解度

を確認できることで，授業や次段階の予習に取り組め

る仕組みが肝要である．本研究ではこの課題の解決の

ために，段階的な各目標に呼応した教材を構造的に整

備し，その教材を活用して予習を行うと同時に予習の

理解度を授業開始時に確認する反転学習モデルを想定

し，これを支援する適応型学習システムを提案する．

なお本研究の適応型学習システムの教材は，eラーニ

ングを活用している教育機関での運用を念頭に，既に

予習・復習・課題などで活用している eラーニングの

演習問題をベースに拡充することを想定し，対応する

教育現場で難易度の設定が可能であるという前提で議

論を進める．また，設定した難易度の問題を解く学習

者の能力は，予習として提示された問題に対する確認

テストを解けたか否かで判定することで，予習の理解

度という形で定義する．本研究では，以上の前提に基

づく適応型の問題変更ロジックを活用したシステムの

提案・開発を行い，4年制大学情報系学科のプログラ

ミング実習授業に適用して，システムの有効性を評価

する．以上により，多くの eラーニングを活用してい

る現場でも運用可能な，反転学習における完全習得学

習型の学習プロセスを扱える情報システムの実現を目
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